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鶏けい伽

イエスの言景
『放さ紅るこその夕い､者灯‘菱す

るこでも少すい』蚕書(ルカ幅者書
７章４８締）

牧師河合裕志

ある時イエスはシモンというユダヤ教

ファリサイ派の人から食事の招きがあ

りこれを受け彼の家に行った。ファリサ

イ派はかねてイエスを先祖伝来のユダ

ヤ教を破壊する危険人物とマークして

いた。そんなシモンが今なぜイエスを招

待したのかわからない。訴える口実を得
ようとしたのか。イエスはしかし広い心

でこの招きに応じた。

食事が始まった時そこに一人の「罪深

い女」が上等な香油の入った石膏の壷を

持ち入ってきた。娼婦であったろう。彼
女はイエスの足もとに近寄り、泣きなが

らその足を涙でぬらし、自分の髪の毛で

ぬぐい、イエスの足に接吻して香油を塗
った。良い香りが部屋一杯に広がったが

シモンははなはだ不機嫌だった。「イエ

スは事もあろうに罪深い女のなすがま
まに身をまかせている。実にけがらわし

いことだ。けがれが伝染するじやない
か｣。

イエスはシモンの心を読んで言った。

『この人が多くの罪を赦されたことは、
わたしに示した愛の大きさでわかる。赦

されることの少ない者は愛することも

少ない』。この女は私によって多くの罪

を赦された人なので､今私に対して香油

を注いで大きな愛を、感謝を表してくれ
た。シモン、君は正しい人なので私から
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罪を赦されるという必要はないよね。だ

から君は私への愛は小さい。君の家に入
った時足を洗う水もくれなかったこと

でそれはわかる。しかしこの女は涙で足

をぬらしてくれた。－

ところで私達は「赦されることの少な

い者」なのか。ファリサイ派シモンのよ

うに正しい人間なのか。娼婦のようなく

だらない人間とは一線を画する者なの

か。もしいつまでも私達がそのような思

いの内にあれば私達はこれからもイエ

スによって赦されることの少ない者と

してとどまる。しかしもし自身の内に罪

を認めイエスにすがるならイエスの豊

かな赦しに与る。そしてイエスへの愛、
感謝を覚えつつ生きる者となる。
チョット待て、罪って何だ？私は別

に法律を犯してなんかいないよ。罪人扱
いはよしてくれ。それはそう。聖書で言

う罪は先ずは自己中心という事。自分を
神、絶対者とすること。自分がテングと
なって他人を見下げること。この思いか

ら具･体的な罪も生まれてくる。全ての人
の心に宿る自己中心の思い、これを罪と
認める者をイエスはすっぱり赦す。そし
てその思いが徐々に弱まり神と人への

愛と謙遜な思いが増すようにイエスは
助けてくれる。

集会案内

主日礼拝：毎日曜日午前１０時１５分

こどもの教会：毎日曜日午前９時

祈祷会：第４日曜日礼拝後

婦人会・壮年会：第２日曜日礼拝後

聖書を学ぶ集い：第４水曜日午前ｌｏ時

オリーブの会：第３水曜日午前１０時

（読書会を中心に身近な問題を話し合ってい
ます。）．


